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 令和元年度 高松市小・中学校児童生徒・保護者対象 
子どものインターネット等の利用に関する調査結果（概要） 

 高松市総合教育センターでは、平成２８年度に引き続

き、本市の小・中学生や保護書を対象に、携帯電話・スマ

ートフォン（以下スマホ）を含むインターネットの利用状

況の実態や意識についてのアンケートを実施し、その結果

の概要をまとめました。 

 今回の調査では、前回の調査より携帯電話・スマホの所

有率がさらに上昇したことや低年齢化が進んでいること

がわかりました。また、子どもによっては、生活習慣の乱

れやネット依存・ゲーム障害につながる恐れも懸念される

結果となりました。 

 今や、当たり前のように子どもたちの生活の中にインタ

ーネットに接続できる機器があります。正しく、安全な使

い方を身に付け、自己管理する力を養うことが大切になり

ます。 

 今回の結果をもとに、ご家庭でも保護者の方が子どもと

一緒に話し合っていただきたいと思います。 

調査の概要 

１ 調査方法：質問紙法 

２ 調査時期：令和元年７月 

３ 調査対象：下表参照 

１ 携帯・スマホ・タブレット所有状況 

中学生の所有率大幅に増加！ 

・小学校３年で所有率は４０％

を超え、学年が上がるにつれ

て所有率は高くなり、中学校

３年では７７．５％と、４人

のうち３人が所有していま

す。 

・所有する端末の種類は、小学

校は子ども用携帯電話・スマ

ホが最も多いものの、中学生

以上にタブレットを多く所

有しています。 

調査対象 学年 児童・生徒 保護者

１年 1183名

２年 1164名

３年 1197名 1097名

４年 1264名 1213名

５年 1318名 1238名

６年 1328名 1269名

１年 631名 592名

２年 693名 654名

３年 684名 637名

小学校

（48校）

中学校

（24校）

※ 小３は令和元年度から調査実施 

46.7%
50.2% 52.3%

58.1% 59.6% 62.0%

43.5%
50.8%

56.6% 59.6%

69.7% 71.0%
77.5%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

H28 R1

51.4%
57.0% 55.2%

49.1%

22.0%

9.6% 11.9%

20.5%
24.9%

33.0%
38.3%

67.0%

74.2% 73.6%

41.3%
38.3% 36.3%

37.9%

34.5%
31.3% 32.5%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

携帯電話・スマホ（子ども用）

携帯電話・スマホ（子ども用でない機種）

タブレット

高松市総合教育センター 



2 
 

 
 

  ※複数回答 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 使用しているサービス 

27.7%

33.6% 36.9%
41.9%

45.4%
48.1%

32.4%
39.9%

52.0% 54.4%

60.4% 60.8%

70.8%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

動画サイト

H28

R1

15.7%
20.3%

26.9%

48.1% 51.7%

64.0%

14.5%

21.8%

25.9% 34.4%

57.7%

67.4%
71.9%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

LINE(ライン)

H28

R1

0.3% 0.5% 1.1% 3.5%
4.6%

6.6%
2.8% 2.8% 4.0% 5.6%

12.7%

22.1%

31.1%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

インスタグラム

H28
R1

30.5%
32.7% 33.2% 34.4%

36.4% 38.6%

30.0%

34.0% 36.2% 37.3%
41.2% 43.3%

45.0%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

オンラインゲーム
H28
R1

・「動画サイト」と「ＬＩＮＥ」を使用している子どもの割合が高くなっています。「動画サイト」は、小学

校３年では３０％以上、中学校３年では７０％の子どもたちが利用しています。「ＬＩＮＥ」は中学生にな

ると一気に増加し、中学校１年で半数を超えています。 

・平成２８年の調査と比較すると、「インスタグラム」の使用が大きく増加しています。特に、中学校の女

子の使用が高くなっています。 

・「オンラインゲーム」の使用も、平成２８年の調査と比較して全ての学年の割合が増加しています。特に、

小・中学校ともに、男子の使用率が高くなっています。 

1.8% 1.5% 2.8% 2.0%
6.4%

13.1%

19.1%

4.0% 3.9%
5.0%

9.1%

18.9%

30.4%

43.5%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

男子

女子

インスタグラム 

36.5%
41.9%

44.9%
47.4%

52.2%

57.9%
60.7%

23.0% 23.5% 24.0% 24.1%

30.3% 29.6% 29.0%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

男子

女子

オンラインゲーム 
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３ メールやＳＮＳ（ラインなど）、インターネットでしたことがあるもの 

1.9% 3.1%
4.4%

12.0% 12.7%

18.2%

1.3%
2.5%

7.1% 7.9%

13.3%
14.4%

19.4%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

H28
R1

ネット上で新しい知り合いが

できた

3.4% 2.5%
4.0%

9.6% 11.0%
13.6%

2.6% 2.5%
3.0% 4.8% 5.7% 7.1%

9.8%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

自分の画像（写真）を送った

H28
R1

・「ネット上で新しい知り合いができた」、「自分の

画像（写真）を送った」と回答した子どもが、全て

の学年で一定数います。 

・中学校では、「自分の画像を送っている子どもは

減少しており、危険性への理解が深まっているとも

受けとれます。 

「ネットで知り合った人に会い

に行った」と回答している中学

校３年は２.６％でした。本市全

体で考えると、約９６人が会い

に行ったことになります。トラ

ブルに巻き込まれる可能性があ

り、大変心配なす結果です。 

４ メールやＳＮＳ（ラインなど）、インターネットでされたことがあるもの 

0.7% 0.8%

1.7%

3.9%
3.5% 3.6%

1.6%
2.0%

3.1%
2.6%

4.1%
4.6%

5.7%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

悪口の書き込み

H28
R1

・「悪口の書き込み」の割合が増加しています。送っ

た方は悪気がなくても、受け取った方は傷ついてい

るケースも多いと思われます。メールやＳＮＳは、

身近な友人と気軽にコミュニケーションをとれる

反面、真意が十分に伝わらないことがあります。ま

た、その内容が不特定多数の人に広がる可能性もあ

ります。文字だけで伝えることの危険性について、

子どもに教えていく必要があるようです。 

５ メールやＳＮＳ（ラインなど）、インターネットを使っていて、

困ったり、悩んだりしたときはどうしますか？ 

78.9%
83.5%

81.2%
80.4%

75.0%
68.4%

66.7%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

家族に相談する

10.4%
17.0%

22.8%
29.6%

37.2%
44.4%

44.7%

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

友だちに相談する ・複数回答のうち割合が高かっ

たものは、「家族」と「友だち」

でした。困ったときに頼るのは、

やはり保護者です。子どもから

の相談に答えられるよう、保護

者の方も携帯電話やスマホのメ

リット・デメリットをしっかり

学んでおく必要があります。 

※複数回答 

※複数回答 

※複数回答 
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６ インターネットの使用時間・時刻 

31.7%

33.5%

28.1%

28.2%

22.7%

20.2%

15.9%

23.5%

23.1%

26.6%

28.5%

29.0%

28.3%

27.6%

8.4%

9.7%

13.3%

14.4%

21.7%

22.8%

23.1%

3.5%

5.5%

8.2%

7.2%

10.0%

11.0%

11.7%

5.7%

5.1%

7.2%

8.1%

8.1%

10.4%

14.6%

25.6%

21.4%

15.1%

13.3%

7.8%

7.1%

6.9%

1.7%

1.7%

1.5%

0.3%

0.8%

0.3%

0.1%

小３

小４

小５

小６

中１

中２

中３

① １時間より少ない ② １時間以上、２時間より少ない

③ ２時間以上、３時間より少ない ④ ３時間以上、４時間より少ない

⑤ ４時間以上 ⑥ まったくしない

未回答

使用時間 

（平日） 

78.9%

81.3%

71.4%

61.6%

41.6%

23.4%

14.5%

11.3%

11.0%

18.3%

25.5%

33.6%

33.5%

23.0%

3.2%

2.9%

3.6%

6.5%

14.2%

26.0%

29.4%

2.4%

2.3%

3.5%

4.6%

10.1%

16.7%

32.7%

4.3%

2.6%

3.1%

1.7%

0.5%

0.5%

0.5%

小３

小４

小５

小６

中１

中２

中３

① 午後９時まで ② 午後１０時まで ③ 午後１１時まで

④ 午後１１時以降 未回答

使用時刻 

（平日） 

・小学校５年以上で約３割、中学校３年では約半数が１日２時間以上使用しています。 

・学年が上がるにつれて使用時間が長くなる傾向があります。また、小学生でも午後１１時以降も使用している

者もおり、心配な状況です。 

 

７ インターネットの使用について、困った経験があるもの 

・長時間の使用や深夜までの使用によって、生活リズムが乱れたり学

習に支障を来したりしている子どももいます。中学生になると家庭で

の学習時間も確保する必要があるので、勉強時間が足りないと感じる

子どもが増えています。 

・使用を止められて腹を立てる子どもの割合も学年が上がるにつれ

て増加しています。 

16.7% 18.0%

9.2%

5.5%

12.5%
15.7%

9.0%

5.3%

15.8%

22.6%

11.4%

5.8%

21.1% 21.6%

11.7%

5.3%

35.0%

26.5%

14.9%

8.9%

35.5%

29.7%

16.2%
9.7%

50.3%

34.1%

18.6%

13.3%

勉強の時間が足りなくなる 使用を止められると腹が立つ

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

勉強の時間が足りなく

なる
朝起きるのが辛くなる 使用を止められると

腹が立つ

学校の授業を受けること

がしんどくなる

休日は、さらに使

用時間が長くなり、

夜遅くまで使用する

傾向があります。 

特に、長期休暇な

どの際には、お子さ

まの使用の様子を気

にしてください。 

 

※複数回答 
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学 年 割 合 

小３ １．２％ 

小４ １．９％ 

小５ ２．９％ 

小６ ３．５％ 

中１ ４．０％ 

中２ ４．８％ 

中３ ７．０％ 

・この設問は、平成２９年に厚生労働省の調査で使われた質問を基

にしています。８つの選択肢のうち、５つ以上に当てはまるとネッ

ト依存が疑われます。今回、５つ以上を選択した人数は右のとおり

です。 

・ネット依存予備軍のうちに対策を立てることが重要です。家庭で

お子さまの使用状況を見守るときに、選択肢にあるような観点を特

に注意してください。 

・高松市全体で考えると、小学校６年で約１３０名、中学校３年で

約２６０名がネット依存の疑いがあることになります。 

８ メールやＳＮＳ（ラインなど）、インターネットを使っていて、

あなたに当てはまると思うもの 

20.4% 19.7% 15.9%

3.9%

23.5%
19.3%

17.2%

4.4%

27.0% 28.1%

17.3%

5.8%

32.3% 30.3%

16.2%

6.8%

36.5%
29.8%

20.9%
9.7%

33.8% 35.6%

22.5%

8.7%

44.6%
39.8%

30.1%

11.3%

① ネットに夢中に

なっていると感じる

② 予定よりも長い

時間使用する

③ がまんしようと

してもうまくいかな

かったことがある

④ トラブルや嫌な

気持ちから逃げるた

めに使用する

小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

3.5%

10.9%

3.0%
6.2%

3.4%

11.2%

3.6% 3.6%
4.4%

16.4%

4.2% 5.3%4.0%

21.4%

7.1% 7.7%4.8%

28.1%

6.2%
2.7%

6.2%

32.3%

7.1% 3.5%7.0%

36.0%

9.2%

3.7%

⑤ 使用しないと落

ち着かない

（いらいらする）

⑥ 使用時間が長く

なっている

⑦ 使用時間や回数を

家族や周りの人にうそ

をついたことがある

⑧ ネットのせいで

けんかになった。

またはけんかしそう…

ネットに夢中になって 
いると感じる 

予定よりも長い時間使 
用する 

我慢しようとしても、 
うまくいかなかったこ 
とがある 

トラブルや嫌な気持ち 
から逃げるために使用 
する 

使用しないと落ち着か 
ない（いらいらする） 

使用時間が長くなって 
いる 

使用時間や回数を家族 
や周りの人にうそをつ 
いたことがある 

ネットのせいでけんか
になった。またはけんか
しそうになった 

５つ以上当てはまると答えた割合 

25.4%

15.3% 15.9% 15.8%

21.9%

28.1%
30.1%

5.2% 5.6% 4.6% 4.9% 5.2% 5.8% 4.7%
7.0%

8.8%

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

子ども

保護者

９ 利用のルール 

約束は決めていない 

・「ルールは決めていない」と回答

した子どもと保護者の割合を比較す

ると、どの学年でも１０％以上子ど

もの割合が高くなっています。 

・保護者はルールを決めているつも

りでも、子どもはそう捉えてないこ

とがあるようです。定期的に話し合

いの機会をもち、状況に応じてルー

ルを変えたり、新しく考えたりする

必要がありそうです。 

※複数回答 
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フィルタリングとは･･･ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ペアレンタルコントロールを行いましょう 

ペアレンタルコントロールとは･･･ 

 子どもの使用するスマホ、タブレットやゲーム機等に、ソフトウェアや機器の

機能で視聴するコンテンツ（情報の内容・中身）やサービスを確認したり、管理

したりすることをペアレンタルコントロールといいます。 

子どもがトラブルに巻き込まれないように以下のような設定を行うことが大

切です。 

フィルタリング設定 

 現在、家庭での電話回線だけでなく、無線ＬＡＮ（Wi-Fi）や

アプリ（ソフトウェア）を利用して外出先でも気軽にインター

ネットに接続することができます。 

 スマートフォンであれば、電話回線、無線ＬＡＮ、アプリそ

れぞれにフィルタリングを設定する必要があります。 

 ※詳しくはスマホ契約会社にお問い合わせください。 

① 電話回線への 
 フィルタリング 

② 無線ＬＡＮへの 
 フィルタリング 

③ アプリへの 
 フィルタリング 

機能制限設定 

特定のアプリやソフトウェアを起動できなくしたり、インタ

ーネットに接続したりできないようにして、制限を加えること

です。制限できる内容は、機種によって異なります。 

※「機能制限」は、多くの場合、機器の「設定」画面から案

内に従って操作することができます。子どもが勝手に変更でき

ないように、パスワードをかけてロックすることも可能です。 

「青少年インターネット規制法」「香川県青少年保護育成条例」によって、未成年者が利用する携帯

電話・スマホ等へのフィルタリングサービスの提供を保護者及び携帯電話事業者などに義務付けて

います。 

※香川県青少年保護育成条例第１７条の４ 

「携帯電話端末等による有害情報の閲覧等の防止処置」保護者は、フィルタリングサービスを利用

しない場合、理由を書面で提出しなければなりません。 

 不適切なサイトや悪意のあるページにつながらないように

するソフトウェアのことです。 

携帯電話やスマホを持たせた後で、使い方を変えることは困難

です。持たせる前に、使用内容やルールについて子どもとしっか

り話し合うことが大切です。そして、子どもを守るために必ず

「ペアレンタルコントロール」を行いましょう。 
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 子どもたちを取り巻く、インターネット環境が大きく変化していることで、「ネット依存」や「ゲーム障害」

が新聞やテレビなどで多く取り上げられています。深刻な症状になると、心身の健康や命まで脅かされること

があります。症状や対策をきちんと知り、子どもたちが適切なインターネットの利用をできるようにすること

が大切です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 「ネット依存」・「ゲーム障害」から子どもたちを守るためには、 

家庭でのルール作りが大切になります。 

 
 
 
 
 
 

 
 

ネット依存・ゲーム障害にならないために 

ネット依存とは･･･ 

「ネット依存」とは、医学的に定義はされていませんが、一般的には「生活や人間関係、健康面など

よりもインターネットの使用を優先してしまい、使うことをやめたくてもやめられない」状態

のことです。（厚生労働省ＨＰより） 

ネット依存になると･･･ 

心身の健康面で以下のような症状が生じるこ

とがあります。 

○体への影響 

・栄養状態の偏り ・体力低下  

・睡眠障害 など 

○心への影響 

 ・感情をコントロールできない  

・うつ状態 など 

心身への影響 人間関係や生活への影響 

心身への影響から以下のような状況に陥る

可能性があります。 

○人間関係への影響 

・家族や友人との関係悪化 など 

○生活の影響 

 ・昼夜逆転 ・成績不振 ・遅刻や不登校 

など 

ゲーム障害とは･･･ 

「ゲーム障害」とは、世界保健機関（ＷＨＯ）が令和元年５月に認定した国際疾病で、主に（１）～（３）

状態が１２か月以上続き、社会生活に重大な支障が出ている場合に診断される可能性があります。 

（１） ゲームをする時間や頻度を自ら制御できない 

（２） 日常生活などよりもゲームを最優先する 

（３） 健康を害するなどの問題が起きているのに続ける 

予防のために 

１ 持たせる前にルールを決める 
２ 親子で一緒に作る 
３ 使用時間や場所を決める 
４ 目に付くところに貼る 
５ 親子で守れるルールにする 

 依存傾向が進んでから改善を促すこ

とは大変なことです。 

令和２年３月に「香川県ネット・ゲ

ーム依存症対策条例」も制定されまし

た。保護者の責任で、きちんとルール

を決めましょう。 
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※本資料に掲載している内容、資料は、教育目的以外に利用することを禁じます。 

※このリーフレットのイラストは、高松市が情報モラル教育教材として導入している「事例で学ぶＮｅｔモラ

ル（広島県教科用図書販売株式会社）」内のものを許諾を得て利用しています。 

相談窓口 

○ネット上の犯罪行為を発見した・犯罪に巻き込まれた場合 

・香川県警察本部生活安全部生活環境サイバー犯罪対策係  TEL ０８７－８３３－０１１０ 

・高松北警察署生活安全課                TEL ０８７－８１１－０１１０ 

・高松南警察署生活安全課                TEL ０８７－８６８－０１１０ 

・高松東警察署生活安全課                TEL ０８７－８９８－０１１０ 

・高松西警察署生活安全課                TEL ０８７－８７６－０１１０ 

 

○ワンクリックの不当請求や架空請求を受けた場合 

・香川県消費生活センター                TEL ０８７－８３３－０９９９ 

・高松市消費生活センター                TEL ０８７－８３９－２０６６ 

 

○インターネット上のトラブルにあった場合 

・香川県教育委員会 子どものネットトラブル相談     TEL ０８７－８１３－３８５０ 

 

○ネット依存・ゲーム障害が心配な場合 

・香川県精神保健福祉センター              TEL ０８７－８０４－５５６５ 

・高松市保健センター                  TEL ０８７－８３９－３８０１ 

高松市教育委員会  高松市総合教育センター   令和２年３月発行 

〒７６０－００６０ 香川県高松市末広町５番地 

ＴＥＬ：０８７－８１１－２１６１ ＦＡＸ：０８７－８１１－２１７０ 

Ｅ－Ｍａｉｌ：kyouikuken@edu-tens.net 

トラブルや困ったことが起きたときに、一人で抱え込まず、相談でき

る環境が大切です。家庭でも、普段からネットやゲームの利用について

マイナス面だけではなく、プラス面も含めて気軽に話し合える環境づく

りをお願いします。 

保護者の方も心配なことがあれば、学校や相談窓口などに相談してく

ださい。 

また、ネット依存やゲーム障害が疑われる場合には、医師などの専門

家に相談して、指導や助言を受けましょう。 


